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論文題目
可溶性有機半導体材料の薄膜作製評価と

有機薄膜トランジスタ特性に関する研究

審査結果の要旨

本論文は，可溶性有機半導体材料の薄膜構造言軒高と薄膜トランジスタへの応用について研究を進め

た成果をまとめたもので，化学修飾基叛上に作製した有機半導体薄膜につして検討を行い，薄瞬薄造

とその界面の霞荷輸送特性への影響を明らかにした

まずy p型可溶性有機半導骨材料の期購造割高と笥苛輪送特性向上を目的として，スピンコート

法で成膜した poly(3 七e勾rlthiophene) (P3HT ）薄膜を中心に各種自己奈良織化単分子膜（8.品在）に

よる化学修飾基叛上の半導体潮翼手誇造評価と薄膜トランジスタ構造での電荷輸送特性の関連性を検討

し電荷輸送特性向上に最適な表面処理を示し，電荷輪送特性向上の起源を明らかにした

次にp n 型可溶性有機半導桝sf•料の薄膜構造問高と電荷輸送特性向上を目的として，スヒ。ンコート

法で成膜した C6o 私sed Nmethylpyrroridine- meta-dodecylphenyl ( C60MC 12）を中心に，各種

S品在による化学4銭信基板上の半導体灘翼手毒造と薄膜トランジスタ構造での電荷輪送特性の関連性を

検討し，電荷輸送特性向上に最適な表面処理を示し，塗布手法によるn型有機薄膜トランジスタにお

いて世界最高レベルの電界効果移動度を達成したことを示した．

さらに，以上の研究で得られた知見に基づき，スピンコート法に代わって転写印刷法を用いた半導

体薄膜作製評価および薄膜トランジスタ特性言軒高結果を示した．成膜手法による違いを比較し，転写

印刷法では，従来の溶i夜塗布法では成膜が国難な表面へも，安定して薄膜作製が可能であることを見
出した．また，転写印刷法によってp型存機半導体（P3HT 他〉と E型有機半導体（C60MC12 他〉を

同一基叛上に集積した論理回路を作製し，その有用性を示した．

以上，本論文は，塗布あるいは印刷による薄膜トランジスタの製造を目標として，基板の表面処理，

および，薄膜作成法に関して検討し， トランジスタ特性の飛躍的向上およびその樹毒解明に成功した

点で、実用的かっ学綿句意義は大きい．よって本論文は博士（工学）の学信禽文に値するものと判定す

る．




